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このたびは、日本フルハーフ製トレーラを
お買い上げいただき、まことにありがとうございます。

　この取扱説明書は、弊社製トレーラ特有の取扱いと点検や手入れについて記載してあります。
他の部分の正しい取扱いと点検や手入れについては、別添の取扱説明書（上物仕様別：バン型セ
ミ・トレーラ、プラットホーム・ウイング・トレーラ、コンテナ・トレーラ）をご覧ください。

　積荷をいつも安全確実に輸送するために、この取扱説明書を必ずお読み頂き正しい使用方法に
て安全に永くご愛用くださいますようお願いいたします。

■ 本書はトレーラ足回りについて記載してあります。車両や関連機器の取扱いについてはそれ
ぞれのメーカーが発行する ｢取扱説明書 ｣をご覧ください。

■ 本書はいつもお車に保管してください。必要なときにすぐお役に立ちます。

■ 別添 ｢保証書 ｣もご覧ください。

■ ｢ 安全に使用していただくために ｣や 警告 注意 アドバイス 知識マークのところは
重要です。しっかりお読みください。

　　保証について
　別添『保証書』に示す条件にしたがって保証いたします。

　　保証内容
保証期間内で、製品を構成する部品に材料上あるいは製造上の不具合（注）が
発生し、これを弊社が認めた場合、この不具合を無料修理いたします。
注） ｢ 材料上あるいは製造上の不具合 ｣とは、弊社の材料あるいは製造基準から外れたもの
が偶発し、それが製品の通常の使用に不具合を生じさせるものをいいます。
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　　保証適用除外事項
1） 取扱説明書に示す整備点検・手入れが実施されなかった場合。
2） 取扱説明書に示す限度を超えてあるいは注意を無視して使用された場合。
3） 性能に影響のある仕様変更・改造を行われた場合。
4） 弊社及び販売代理店又はその指定工場以外で取り付け又は修理された場合。
5） 純正部品、指定油脂以外のものを使用されたことにより発生した不具合。
6） 取扱説明書に記載された作動油、潤滑油、一般消耗品あるいは定期交換部品。
7） 地震、水害等の天災、煤煙、飛石等の外的要因、事故、火災等の災害による不具合。
8） 品質、機能上では欠陥と認められない官能的不具合。

●本書で使用されているマークは以下のようになっています。

■ 車型によっては、お客様のお車と本書中の ｢図 ｣が一致しない場合もありますが、説明対象
箇所は共通です。

 使用の変更およびお客様の個別仕様により本書の内容の一部が車両と一致しない場合がござ
いますのであらかじめご了承ください。

■ 本書の説明事項で左（右）とあるのは、トレーラを後方より見て中心部からの振り分けで左
（右）にあるものは左（右）としてあります。

★ ご不明な点がございましたらお買い上げの ｢自動車販売店 ｣ならびに ｢日本フルハーフ各支
店 ｣におたずねください。

本書では危険の発生を防止して頂くために大切な事項をシンボル・マーク（ ）とシグナル・
ワード（警告、注意）で表示してあります。
シグナル・ワードは次のような危険の重大さを表しています。

取扱いを誤ると死亡または重症を負う可能性がある状況を示しま
す。　警　　告

取扱いを誤ると軽傷事故や物的損害の発生が予想される状況を示
します。　注　　意

トレーラのご使用にあたり守って頂きたいことを示します。アドバイス

トレーラを快適にご使用頂くために知っておいて頂きたいことを
示します。　知　　識
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１６．ＡＢＳ装置
１６－１．点検項目：警告灯の作動確認　　　　　　○日常点検、○１２ヶ月点検
　　　　　　　　　　部品の機能確認　　　　　　　○１２ヶ月点検　
　　　　　　　　　　車輪速センサの作動確認　　　○１２ヶ月点検　
　　　　　点検方法：目視点検、走行点検

○日常点検、○１２ヶ月点検時
１）トラクタと連結させ、トラクタのスタータ・スイッチを“ＯＦＦ”から“ＯＮ”にした時、運
　　転席ダッシュボードの｢トレーラＡＢＳウォーニング・ランプ｣が点灯するかを点検してください。
２）同時に｢トレーラＡＢＳインフォメーション・ランプ｣が点灯した後、消灯するかを点検してくだ
　　さい。
３）走行開始後、車速１４km/h以上になるか、また、点灯数秒後に｢トレーラＡＢＳウォーニング・
　　ランプ｣が消灯するかを点検してください。

ＡＢＳランプの表示例 （トラクタは大型４社の例）

１．トレーラ側ＡＢＳが故障 １．ＡＢＳ未装着トレーラ牽 １．トラクタ側ＡＢＳが故障
　　の場合に点灯 　　引時に点灯 　　の場合に点灯
２．スタータ・スイッチ ２．ＡＢＳジャンパーケーブ
　　「ＯＮ］で点灯 　　ルが接続されていない場 　詳細はトラクタの取扱説
３．車速１４ｋｍ/ｈ以上で 　　合に点灯 　明書を参照ください。
　　消灯

　赤色⇒重度異常 　橙色⇒軽度異常

※トレーラＡＢＳのウォーニング・ランプが点灯した場合、ブレーキエア圧が低い時に点灯する
　 場合もありますので、ブレーキエア圧が上がり、トレーラＡＢＳウォーニング・ランプが消灯
　 するのを確認してください。
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１）トラクタと連結させ、トラクタのスタータ・スイッチを“ＯＦＦ”から“ＯＮ”にした時、運
　　転席ダッシュボードの｢トレーラＡＢＳウォーニング・ランプ｣が点灯するかを点検してください。
２）同時に｢トレーラＡＢＳインフォメーション・ランプ｣が点灯した後、消灯するかを点検してくだ
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日本フルハーフ（株）・営業拠点・サービス拠点一覧

弊社ホームページに最新の
営業拠点・サービス拠点、指定サービス工場が掲載されております。
下記、ＱＲコードから携帯電話、スマートフォンよりご覧になれます。

※QRコードをご利用いただけない場合、新車時に車載

しているサービスネットワーク冊子をご覧ください。
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 →

 In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d 
→

 B
ra

ke
 H

is
to

ry
→

Ap
pl

 v
s 

De
m

 V
al

ue
s

14
頁

5.
3.

1.
3.

2.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 O
pe

ra
tin

g 
In

fo
 →

 In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d 
→

 B
ra

ke
 H

is
to

ry
→

O
ve

r P
re

ss
ur

e
15
頁

5.
3.

1.
4.

M
ai

n 
M

en
u 
→

 O
pe

ra
tin

g 
In

fo
 →

 In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d 
→

Sy
st

em
 P

ow
er

in
g

15
頁

5.
4.

M
ai

n 
M

en
u 
→

Sy
st

em
 In

fo
16
頁

5.
4.

1.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 S
ys

te
m

 In
fo
→

Lo
ad

 In
fo

16
頁

5.
4.

2.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 S
ys

te
m

 In
fo
→

Pr
es

su
re

 In
fo

17
頁

5.
4.

3.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 S
ys

te
m

 In
fo
→

In
st

al
la

tio
n 

Te
st

18
頁

5.
4.

3.
1.

M
ai

n 
M

en
u 
→

 S
ys

te
m

 In
fo
→

 In
st

al
la

tio
n 

Te
st

 →
St

ar
t I

ns
t. 

Te
st

19
頁

5.
5.

M
ai

n 
M

en
u 
→

EC
U 

In
fo

24
頁

5.
6.

M
ai

n 
M

en
u 
→

TI
M

 In
fo

24
頁

5.
6.

1.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 T
IM

 In
fo
→

Se
t L

CD
 C

on
tra

st
25
頁

5.
6.

2.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 T
IM

 In
fo
→

M
an

uf
ac

tu
rin

g 
In

fo
25
頁

6.
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
表

26
頁
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ト
レ
ー
ラ

EB
S （

TE
BS

 G
2 ）
と

TI
M

 G
2 の
接
続

ト
レ
ー
ラ

EB
S 電
源
を
オ
ン
（
ト
ラ
ク
タ
の
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
を
オ
ン
）
し
、

TI
M
側
コ
ネ
ク
タ
と
ト

レ
ー
ラ

EB
S 側
コ
ネ
ク
タ
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

1.
ト
レ
ー
ラ

EB
S （

TE
BS

 G
2 ）
と

TI
M

 G
2 の
接
続
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TI
M
の
構
成

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
文
字
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

リ
タ
ー
ン
キ
ー
、
ア
ッ
プ
キ
ー
、
ダ
ウ
ン
キ
ー
の

3 ボ
タ
ン
で
操
作
を
行
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

リ
タ
ー
ン
キ
ー

ア
ッ
プ
キ
ー

ダ
ウ
ン
キ
ー

2.
TI

M
の
構
成
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r-B
re

m
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TI
M
操
作
の
流
れ

起
動
画
面

初
期
画
面

M
en

u 画
面
（
例
）

ト
レ
ー
ラ

EB
S
電
源
を
オ
ン

す
る
と
、

Kn
or

r–
Br

em
se

ロ
ゴ
の
表
示
に
引
き
続
き
左
記

注
文
が
表
示
さ
れ
ま
す

何
れ
か
の
操
作
キ
ー
を
押
す
と

初
期
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す

何
れ
か
の
操
作
キ
ー
を
押
す
と

M
en

u 画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す

初
期
画
面
で
表
示
さ
れ
る
情
報

・
TE

BS
へ
の
供
給
電
圧

・
リ
ザ
ー
バ
タ
ン
ク
圧

・
ト
レ
ー
ラ
軸
重
量

※
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
何
も
表
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合

や
、

“B
AT

TE
RY

M
O

DE
”
と
表
示
さ
れ
る
場
合
、

TI
M
へ

電
源
が
供
給
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

・
ト
ラ
ク
タ
の
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
が
オ
ン
し
て
い
る
事

・
ト
ラ
ク
タ
、
ト
レ
ー
ラ
間
の

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
接
続

・
ト
レ
ー
ラ

EB
S モ
ジ
ュ
ー
ル
の
電
気
コ
ネ
ク
タ
差
込
不
良

・
ト
レ
ー
ラ

EB
S と

TI
M
の
通
信
ケ
ー
ブ
ル
接
続
不
良

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

車
両
の
状
態
に
よ
り
、
表
示
さ

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
異
な
り
ま
す

（
4.

M
en

u 画
面
）

※
“W

AR
NI

NG
”
と
表
示
さ
れ
る
場
合
、
ト
レ
ー
ラ

EB
S

と
TI

M
と
の
通
信
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

ト
レ
ー
ラ

EB
S と

TI
M
の
通
信
ケ
ー
ブ
ル
に
接
続
不
良
が
無

い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

TE
BS
は
ダ
イ
ア
グ
ソ
フ
ト

EC
U

ta
lk
使
用
時
は

TI
M
と
の
通
信
が
行
え
ま
せ
ん
。

EC
U

ta
lk
と
の
通
信
を
終
了
さ
せ
た
後
、

TI
M
と
の
通
信
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

3.
TI

M
操
作
の
流
れ
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M
en

u 画
面

※
M

en
u 画
面
で
は
、
車
両
の
状
態
に
よ
り
表
示
さ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
異
な
り
ま
す

メ
ニ
ュ
ー
画
面
先
頭
に

<A
ct

iv
e 

fa
ul

ts
>
と
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合
、
現
在

TE
B

S
は
何
ら
か
の

エ
ラ
ー
を
検
出
し
て
い
ま
す

エ
ラ
ー
が
無
い
状
態
で
は
、

<A
ct

iv
e 

fa
ul

ts
> 
の
表
示
は
さ
れ
ま
せ
ん

※
エ
ラ
ー
内
容
の
確
認
は
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
で
行
い
ま
す

オ
プ
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
：

設
定
の
無
い

TI
M
で
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

O
ff 

<-
> 

O
n 
が
切
り

替
わ
り
ま
す

O
ff ：
軸
重
に
応
じ
リ
フ
ト
ア
ク
ス
ル
制
御
が
行

わ
れ
ま
す
。

O
n ：
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
ア
ク
ス
ル
を
強

制
的
に
リ
フ
ト
ダ
ウ
ン
し
ま
す
。

O
DO

:  
   

   
   
車
両
総
走
行
距
離
が
表
示
さ
れ
ま
す

Sr
v 

Km
:  

   
  次
回
サ
ー
ビ
ス
時
期
ま
で
の
残
走
行
距
離
が
表
示
さ
れ
ま
す

Lo
ad

 R
ea

r:
  ト
レ
ー
ラ
総
軸
重
が
表
示
さ
れ
ま
す

※
：

LL
 s

w
itc

h 
O

n 
の
ま
ま
モ
ジ
ュ
ー
ル
電
源
を

of
f/o

n し
て
も

LL
O

n 状
態
は
継
続
し
ま
す

通
常
の
リ
フ
ト
ア
ク
ス
ル
制
御
へ
戻
す
時
は

LL
sw

itc
h 

O
ff の
操
作
を
し
て
く
だ
さ
い

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー

（
5.

M
ai

n
m

en
ue
）
へ
移
動
し
ま
す

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
初
期
画
面
（

5 頁
）
へ

移
動
し
ま
す

4.
M

en
u 画
面
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M
ai

n 
M

en
u

5.
M

ai
n

M
en

u

M
ai

n 
M

en
ue

エ
ラ
ー
確
認

5.
1.

走
行
距
離
確
認

5.
2.

運
転
履
歴
確
認

5.
3.

シ
ス
テ
ム
情
報

5.
4.

EC
U
情
報

5.
5

TI
M
情
報

5.
6.

現
在
エ
ラ
ー

過
去
エ
ラ
ー

エ
ラ
ー
消
去

総
走
行
距
離

ト
リ
ッ
プ

ト
リ
ッ
プ
リ
セ
ッ
ト

総
運
転
履
歴

5.
3.

1.
設
定
期
間
運
転
履
歴

5.
3.

1.

設
定
期
間
中
の
走
行
距
離

設
定
期
間
リ
セ
ッ
ト

AB
S 作
動
回
数

RS
P 作
動
履
歴

5.
3.

1.
1.

積
載
履
歴

5.
3.

1.
2.

制
動
履
歴

5.
3.

1.
3.

起
動
履
歴

5.
3.

1.
4.

テ
ス
ト
パ
ル
ス
作
動
回
数

St
ep

2 作
動
回
数

St
ep

1 作
動
回
数

5.
3.

1.
1.

1.

制
御
圧
別
作
動
回
数

積
載
量
別
運
行
回
数

制
動
回
数

5.
3.

1.
3.

1.
9b

ar
超
過
圧
入
力
履
歴

5.
3.

1.
3.

2.

IS
O

76
38

w
ith

 C
AN

IS
O

76
38

 w
/o

CA
N

総
軸
重
確
認

5.
4.

1.

ト
レ
ー
ラ
総
軸
重

入
出
力
圧
確
認

5.
4.

2.
モ
ジ
ュ
ー
ル
取
付
姿
勢
確
認

シ
ス
テ
ム
検
査

5.
4.

3.

P4
制
動
要
求
圧

CA
N
制
動
要
求
圧

P4
2 エ
ア
サ
ス
ベ
ロ
ー
ズ
圧

P2
1 ，

P2
2 制
動
圧

P1
リ
ザ
ー
バ
タ
ン
ク
圧

シ
ス
テ
ム
検
査
手
順

5.
4.

3.
1.

品
番

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
番
号

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

5.
6.

1.
TI

M
製
造
情
報

5.
6.

2.

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
設
定
と
保
存

品
番

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
番
号

シ
リ
ア
ル
番
号

製
造
日

要
求
制
動
圧
別
制
動
回
数

要
求
制
動
圧

リ
ザ
ー
バ
タ
ン
ク
圧
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St
or

ed
 F

au
lts

エ
ラ
ー
確
認

5.
1.

Di
st

an
ce

 &
 S

er
v.

ト
レ
ー
ラ
走
行
距
離
確
認
及
び
次
期
サ
ー
ビ
ス
期
間
設
定

5.
2.

O
pe

ra
tin

g 
In

fo
TE

BS
使
用
状
況
（
運
転
履
歴
）
確
認

5.
3.

Sy
st

em
 In

fo
シ
ス
テ
ム
情
報

5.
4.

EC
U 

In
fo

EC
U
情
報

5.
5.

TI
M

 In
fo

TI
M
情
報

5.
6.

Ex
it

メ
ニ
ュ
ー
画
面
へ
戻
る

4.

M
ai

n 
M

en
u

M
en

u 画
面

M
ai

n
M

en
u

ヒ
ン
ト
：
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
左
端
マ
ー
ク

“ >
” ：
情
報
表
示
マ
ー
ク
追
加
操
作
は
出
来
ま
せ
ん

“
” ：
リ
タ
ー
ン
キ
ー
で
追
加
操
作
が
行
え
ま
す
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Ac
tiv

e 
Fa

ul
ts

S-
D 

O
/C
（
例
）

現
在
検
出
中
の
エ
ラ
ー
（
現
在
エ
ラ
ー
）

<n
on

e>
 と
表
示
さ
れ
て
い
る
時
は
検
出
中
の
エ
ラ
ー
は
有
り
ま
せ

ん （
例
）
の
様
に
エ
ラ
ー
情
報
が
表
示
さ
れ
て
い
る
時
は
現
在
検
出
中

の
エ
ラ
ー
が
有
り
ま
す

リ
タ
ー
ン
キ
ー
で
エ
ラ
ー
情
報
が
確
認
出
来
ま
す

次
頁

エ
ラ
ー
情
報

表
示
例

In
ac

tiv
e 

fa
ul

ts
<n

on
e>
（
例
）

以
前
検
出
し
た
エ
ラ
ー
の
履
歴
（
過
去
エ
ラ
ー
）

<n
on

e>
 と
表
示
さ
れ
て
い
る
時
は
検
出
エ
ラ
ー
の
履
歴
は
有
り
ま

せ
ん

エ
ラ
ー
情
報
が
表
示
さ
れ
て
い
る
時
は
以
前
エ
ラ
ー
を
検
出
し
た
履

歴
が
有
り
ま
す

リ
タ
ー
ン
キ
ー
で
エ
ラ
ー
情
報
が
確
認
出
来
ま
す

Cl
ea

r F
au

lts
リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
エ
ラ
ー
履
歴
が
消
去
さ
れ
ま
す

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

M
ai

n 
M

en
u へ
戻
り
ま
す

5.

M
ai

n 
M

en
u ：

St
or

ed
 F

au
lts

M
ai

n
M

en
u

St
or

ed
 F

au
lts

［
エ
ラ
ー
確
認
］

5.
1.

M
ai

n 
M

en
u 
→

St
or

ed
 F

au
lts
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M
ai

n 
M

en
u ：

St
or

ed
 F

au
lts

エ
ラ
ー
情
報
表
示
例

エ
ラ
ー
の
分
類
コ
ー
ド
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
（

6.
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
表
参
照
）

エ
ラ
ー
の
検
出
回
数
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

初
め
て
こ
の
エ
ラ
ー
が
検
出
さ
れ
た
時
の
走
行
距
離
と
日
付
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

y ：
西
暦

4 桁
，

m
：
月
，

d ：
日
，

x ：
発
生
時
刻

最
後
に
こ
の
エ
ラ
ー
が
検
出
さ
れ
た
時
の
走
行
距
離
と
日
付
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

y ：
西
暦

4 桁
，

m
：
月
，

d ：
日
，

x ：
発
生
時
刻
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O
DO

ト
レ
ー
ラ
の
総
走
行
距
離
が
表
示
さ
れ
ま
す

Tr
ip

ト
リ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
ー
が
表
示
さ
れ
ま
す

Re
st

Tr
ip

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
ト
リ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
ー
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す

Sr
v 

Da
ta

次
回
の
サ
ー
ビ
ス
（
点
検
）
を
実
施
す
る
日
付
が
表
示
さ
れ
ま
す

D
：
日
，

M
：
月
，

Y ：
年
（
西
暦
下

2 桁
）

Se
v 

Km
次
回
の
サ
ー
ビ
ス
（
点
検
）
を
実
施
す
る
ト
リ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
ー
値
が

表
示
さ
れ
ま
す

Se
t N

ex
t S

er
vi

ce
次
回
の
サ
ー
ビ
ス
（
点
検
）
時
期
の
設
定
を
行
い
ま
す

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

M
ai

n 
M

en
u へ
戻
り
ま
す

5.

M
ai

n 
M

en
u ：

D
is

ta
nc

e 
&

 S
er

v.

M
ai

n 
M

en
u

D
is

ta
nc

e 
&

 S
er

v.
 

［
ト
レ
ー
ラ
走
行
距
離
確
認

及
び

次
期
サ
ー
ビ
ス
期
間
設
定
］

5.
2.

M
ai

n 
M

en
u 
→

Di
st

an
ce

 &
 S

er
v.
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In
fo

To
ta

l
搭
載
さ
れ
て
い
る

TE
BS
の
使
用
状
況
（
運
転
履
歴
）
確
認

5.
3.

1.
In

fo
 P

er
io

d
設
定
期
間
中
の

TE
BS
使
用
状
況
（
運
転
履
歴
）
確
認

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

M
ai

n 
M

en
u へ
戻
り
ま
す

5.

M
ai

n
M

en
u ：

O
pe

ra
tin

g 
In

fo

M
ai

n 
M

en
u

O
pe

ra
tin

g 
In

fo
［

TE
BS
使
用
状
況
確
認
］

5.
3.

1.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 O
pe

ra
tin

g 
In

fo
→

In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d

Pe
rio

d
In

fo
Pe

rio
d で
の
み
表
示
さ
れ
ま
す

設
定
期
間
中
の
走
行
距
離
が
表
示
さ
れ
ま
す

AB
S 

Ev
en

ts
AB

S 作
動
回
数
が
表
示
さ
れ
ま
す

RS
P

In
te

rv
en

tio
n

RS
P （
横
転
抑
止
制
御
）
の
作
動
履
歴
確
認

5.
3.

1.
1.

Lo
ad

 H
is

to
ry

ト
レ
ー
ラ
の
積
載
履
歴
確
認

5.
3.

1.
2.

B
ra

ke
 H

is
to

ry
制
動
履
歴
確
認

5.
3.

1.
3.

Sy
st

em
 P

ow
er

in
g

TE
BS
へ
の
電
源
供
給
履
歴
確
認

5.
3.

1.
4.

R
es

t P
er

io
d 

Da
te

In
fo

 P
er

io
d で
の
み
表
示
さ
れ
ま
す

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
設
定
期
間
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま

す
（
設
定
期
間
開
始
）

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

O
pe

ra
tin

g 
In

fo
へ
戻
り
ま
す

5.
3.

5.
3.

M
ai

n 
M

en
u 
→

O
pe

ra
tin

g 
In

fo
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m
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ro

up
13
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M
ai

n 
M

en
u ：

O
pe

ra
tin

g 
In

fo

5.
3.

1.
1.

M
ai

n 
M

en
u 
→

 O
pe

ra
tin

g 
In

fo
 →

 In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d 
→

RS
P

In
te

rv
en

tio
n

Te
st

 p
ul

s
テ
ス
ト
パ
ル
ス
の
作
動
回
数
が
表
示
さ
れ
ま
す

St
ep

 1

ス
テ
ッ
プ

1 の
作
動
回
数
が
表
示
さ
れ
ま
す

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
制
御
で
か
け
た
ブ
レ
ー
キ
の
強

さ
別
に
ス
テ
ッ
プ

1 作
動
回
数
が
表
示
さ
れ
ま
す

（
運
転
危
険
度
の
確
認
）

5.
3.

1.
1.

1.

St
ep

2
ス
テ
ッ
プ

2 の
作
動
回
数
が
表
示
さ
れ
ま
す

St
ep

 3
ス
テ
ッ
プ

3 の
作
動
回
数
が
表
示
さ
れ
ま
す

※
St

ep
3
機
能
は
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
，
ド
ー
リ
ー
で
は
使

用
出
来
ま
せ
ん

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d へ
戻
り
ま
す

5.
3.

1.

5.
3.

1.
1.

1.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 O
pe

ra
tin

g 
In

fo
 →

 In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d 
→

 R
SP

 In
te

rv
en

tio
n
→

St
ep

1

テ
ス
ト
パ
ル
ス
：

横
加
速
度
発
生
時
に
印
加
す
る
横
転
の
危
険
度

を
確
認
す
る
為
の
軽
い
ブ
レ
ー
キ

ス
テ
ッ
プ

1 ：
急
激
な
横
加
速
度
変
化
に
よ
り
作
動
す
る
制
御

ス
テ
ッ
プ

2 ：
テ
ス
ト
パ
ル
ス
に
よ
り
横
転
の
危
険
が
検
知
さ

れ
る
と
作
動
す
る
制
御

ス
テ
ッ
プ

3 ：
車
両
の
左
右
ス
ウ
ィ
ン
グ
を
検
出
し
、
左
右
独

立
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ス
ウ
ィ
ン
グ
を
抑
え
る

制
御

0-
2 

ba
r  

---
>4

 b
ar

各
制
動
圧
範
囲
で
の
ス
テ
ッ
プ

1 制
御
回
数
が
表
示
さ

れ
ま
す

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

RS
P 

In
te

rv
en

tio
n へ
戻
り

ま
す

5.
3.

1.
1.



−185−

Kn
or

r-B
re

m
se

 G
ro

up
14

TD
-2

07
7

M
ai

n 
M

en
u ：

O
pe

ra
tin

g 
In

fo

5.
3.

1.
2.

M
ai

n 
M

en
u 
→

 O
pe

ra
tin

g 
In

fo
 →

 In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d 
→

Lo
ad

 H
is

to
ry

<2
0%

  -
--

>1
20

%
各
積
載
範
囲
で
の
運
行
回
数
が
表
示
さ
れ
ま
す

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d へ
戻
り
ま
す

5.
3.

1.

5.
3.

1.
3.

1.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 O
pe

ra
tin

g 
In

fo
 →

 In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d 
→

 B
ra

ke
 H

is
to

ry
→

Ap
pl

 v
s 

De
m

 V
al

ue
s

0-
2 

ba
r  

---
>4

 b
ar

各
制
動
圧
範
囲
で
の
制
動
回
数
が
表
示
さ
れ
ま
す

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

Br
ak

e 
Hi

st
or

y へ
戻
り
ま
す

5.
3.

1.
3.

5.
3.

1.
3.

M
ai

n 
M

en
u 
→

 O
pe

ra
tin

g 
In

fo
 →

 In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d 
→

B
ra

ke
 H

is
to

ry

Ap
pl

 v
s 

D
em

 V
al

ue
s

ブ
レ
ー
キ
要
求
圧
別
に
制
動
を
行
っ
た
回
数
が
表
示
さ

れ
ま
す

5.
3.

1.
3.

1.

O
ve

r P
re

ss
ur

e
9b

ar
を
超
え
る
ブ
レ
ー
キ
要
求
圧
及
び
リ
ザ
ー
バ
タ
ン

ク
圧
が
入
力
さ
れ
た
回
数
が
表
示
さ
れ
ま
す

5.
3.

1.
3.

2.

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d へ
戻
り
ま
す

5.
3.

1.
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tin
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In
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5.
3.

1.
4.

M
ai

n 
M

en
u 
→

 O
pe

ra
tin

g 
In

fo
 →

 In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d 
→

Sy
st

em
 P

ow
er

in
g

IS
O

76
38

C
AN

IS
O

11
99

2
ト
レ
ー
ラ

CA
N
通
信
の
有
る
ト
ラ
ク
タ
と
接

続
し
、

IS
O

76
38

 （
AB

S/
EB

S ソ
ケ
ッ
ト
）
か
ら

TE
B

S 
へ
電
源
が
供
給
さ
れ
た
回
数
が
表
示
さ
れ
ま
す

IS
O

76
38

IS
O

11
99

2 
ト
レ
ー
ラ

CA
N
通
信
の
無
い
ト
ラ
ク
タ
と
接

続
し
、

IS
O

76
38

 （
AB

S/
EB

S ソ
ケ
ッ
ト
）
か
ら

TE
B

S 
へ
電
源
が
供
給
さ
れ
た
回
数
が
表
示
さ
れ
ま
す

St
op

 la
m

p
St

op
 la

m
p か
ら

TE
BS

 へ
電
源
が
供
給
さ
れ
た
回
数

が
表
示
さ
れ
ま
す

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d へ
戻
り
ま
す

5.
3.

1.

5.
3.

1.
3.

2.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 O
pe

ra
tin

g 
In

fo
 →

 In
fo

 T
ot

al
, I

nf
o 

Pe
rio

d 
→

 B
ra

ke
 H

is
to

ry
→

O
ve

r P
re

ss
ur

e

D
em

 >
9b

ar
9b

ar
を
超
え
る
ブ
レ
ー
キ
要
求
圧
が
入
力
さ
れ
た
回
数

が
表
示
さ
れ
ま
す

Re
s 

 >
9b

ar
9b

ar
を
超
え
る
リ
ザ
ー
バ
タ
ン
ク
圧
が
入
力
さ
れ
た
回

数
が
表
示
さ
れ
ま
す

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

Br
ak

e 
Hi

st
or

y へ
戻
り
ま
す

5.
3.

1.
3.
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Lo
ad

 In
fo

ト
レ
ー
ラ
総
軸
重
の
確
認

5.
4.

1.

Pr
es

su
re

 In
fo

入
出
力
圧
の
確
認

5.
4.

2.

Ti
lt 

An
gl

e

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
取
り
付
け
姿
勢
（
左
右
傾
き
量
）
を
表
示
し
ま

す
［
単
位
：
度
］

※
適
正
値
は
車
両
を
平
坦
路
に
駐
車
し
て
±

5 度
以
内
で
す

＋
：
ト
レ
ー
ラ
後
方
か
ら
見
て
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
左
側
が
高
い

－
：
ト
レ
ー
ラ
後
方
か
ら
見
て
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
右
側
が
高
い

In
st

al
la

tio
n 

Te
st

シ
ス
テ
ム
検
査

5.
4.

3.

Li
fta

xl
e 

co
nt

ro
l

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
現
在
使
用
で
き
ま
せ
ん

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

M
ai

n 
M

en
u へ
戻
り
ま
す

5.

M
ai

n 
M

en
u ：

Sy
st

em
 In

fo

M
ai

n 
M

en
u

Sy
st

em
 In

fo
［
シ
ス
テ
ム
情
報
］

5.
4.

1.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 S
ys

te
m

 In
fo
→

Lo
ad

 In
fo

R
ea

r A
xl

e 
G

ro
up

Bo
gi

eL
oa

d
ト
レ
ー
ラ
総
軸
重
が
表
示
さ
れ
ま
す

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

Sy
st

em
 In

fo
へ
戻
り
ま
す

5.
4.

5.
4.

M
ai

n 
M

en
u 
→

Sy
st

em
 In

fo
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M
ai
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M

en
u ：

Sy
st

em
 In

fo

5.
4.

2.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 S
ys

te
m

 In
fo
→

Pr
es

su
re

 In
fo

De
m

 P
4

P4
圧
（
エ
ア
制
動
要
求
圧
）
が
表
示
さ
れ
ま
す

De
m

 C
AN

IS
O

11
99

2 
ト
レ
ー
ラ

CA
N
に
よ
る
要
求
制
動
圧
が
表

示
さ
れ
ま
す

IS
O

11
99

2 
ト
レ
ー
ラ

CA
N
通
信
の
無
い
ト
ラ
ク
タ
と
接

続
し
て
い
る
場
合
、
“
－
－
－
－

ba
r ”
と
表
示
さ
れ
ま
す

Su
sp

 P
42

P4
2 圧
（
エ
ア
サ
ス
ベ
ロ
ー
ズ
圧
）
が
表
示
さ
れ
ま
す

Pc
yl

 P
21

P2
1 へ
の
制
動
出
力
圧
が
表
示
さ
れ
ま
す

Pc
yl

 P
22

P2
2 へ
の
制
動
出
力
圧
が
表
示
さ
れ
ま
す

Re
s 

P1
P1
圧
（
リ
ザ
ー
バ
タ
ン
ク
圧
）
が
表
示
さ
れ
ま
す

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

Sy
st

em
 In

fo
へ
戻
り
ま
す

5.
4.



−189−

Kn
or

r-B
re

m
se

 G
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M
ai

n 
M

en
u ：

Sy
st

em
 In

fo

5.
4.

3.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 S
ys

te
m

 In
fo
→

In
st

al
la

tio
n 

Te
st

St
ar

t I
ns

t. 
Te

st
リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
以
下
試
験

1 ～
5
の
シ
ス
テ
ム

検
査
が
開
始
さ
れ
ま
す

5.
4.

3.
1.

In
st

al
l. 

Ch
ec

k
シ
ス
テ
ム
検
査
が
開
始
す
る
と
画
面
右
に
“
✓
”
マ
ー
ク

が
表
示
さ
れ
ま
す

Re
se

rv
. P

re
ss

検
査

1 ：
P1
圧
（
リ
ザ
ー
バ
タ
ン
ク
圧
）
へ

6b
ar
以
上
の
圧
力
が

入
力
さ
れ
て
い
る
か
の
確
認
を
行
い
ま
す

S-
C

 S
en

so
r

（
※
）

検
査

2 ，
検
査

3 ：
各
車
輪
を
回
転
さ
せ
、
車
輪
速
セ
ン
サ
ー
信
号
が
正
し
く

入
力
さ
れ
る
か
の
確
認
を
行
い
ま
す

S-
D

 S
en

so
r

D
em

an
d 

Pr
es

s
（
※
）

検
査

4 ：
ブ
レ
ー
キ
操
作
を
行
い
、
デ
マ
ン
ド
圧
（P

4 圧
）
が
正
し
く

入
力
さ
れ
る
か
の
確
認
を
行
い
ま
す

Pa
rk

in
g 

B
ra

ke
（
※
）

検
査

5:
ト
レ
ー
ラ
の
パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
操
作
時
に
、
ス
プ
リ

ン
グ
ブ
レ
ー
キ
圧
（P

43
圧
）
が
解
放
さ
れ
て
い
る
事
を

確
認
し
ま
す

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

Sy
st

em
 In

fo
へ
戻
り
ま
す

5.
4.

※
リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
試
験
方
法
が
表
示
さ
れ
ま
す

再
度
リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

In
st

al
la

tio
n 

Te
st
画
面
（
左
画
面
）
へ
戻
り
ま
す

シ
ス
テ
ム
検
査
中
の
表
示
例

検
査
に
合
格
し
た
事
を
示
し
ま
す

検
査
に
失
敗
し
た
事
を
示
し
ま
す

検
査
中
又
は
検
査
者
操
作
待
ち



−190−

Kn
or

r-B
re

m
se

 G
ro

up
19

TD
-2

07
7

M
ai

n 
M

en
u ：

Sy
st

em
 In

fo

5.
4.

3.
1.

M
ai

n 
M

en
u 
→

 S
ys

te
m

 In
fo
→

 In
st

al
la

tio
n 

Te
st

 →
St

ar
t I

ns
t. 

Te
st

シ
ス
テ
ム
検
査
を
行
う
際
の
注
意
：


検
査
中
に
は
自
動
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
り
、
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
を
行
い
タ
イ
ヤ
を
回
転
さ
せ
る
作
業
が
有
り
ま
す
。

車
両
が
動
か
な
い
様
、
例
え
ば
ト
ラ
ク
タ
に
輪
止
め
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
ブ
レ
ー
キ
や
パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
は
開
放
状
態
に
し
て
く
だ
さ
い
。


以
下
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
未
使
用
の
エ
ア
コ
ネ
ク
タ
ー
は
全
て
プ
ラ
グ
に
よ
り
閉
塞
さ
れ
て
い
る
事

・
未
使
用
の
電
気
コ
ネ
ク
タ
ー
は
、
全
て
防
水
プ
ラ
グ
が
差
込
ま
れ
て
い
る
事

・
エ
ア
配
管
が
緩
み
無
く
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
事

・
電
気
ケ
ー
ブ
ル
が
振
動
し
な
い
様
固
定
さ
れ
て
い
る
事

・
車
輪
速
セ
ン
サ
が
接
続
さ
れ
て
い
る
事

シ
ス
テ
ム
検
査

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
シ
ス
テ
ム
検
査
が
開
始
し
ま
す

警
告
画
面
表
示

7
画
面 x 
7

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
毎
に

7 つ
の
警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す

上
記
「
シ
ス
テ
ム
検
査
を
行
う
際
の
注
意
」
を
確
認
し
リ
タ
ー
ン
キ
ー
を

7 回
押
し
て
く
だ
さ
い

検
査

1 ：
P1
圧
（
リ
ザ
ー
バ
タ
ン
ク
圧
）
が

6b
ar
以
上
で
あ
る
事
の
確
認
を
行
い
ま
す

マ
ー
ク
が
出
て
い
る
時
は
、

6b
ar
以
上
の
圧
力
を
検
出
出
来
て
い
ま
せ
ん
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st

em
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6b
ar
未
満
の
ま
ま

12
0 秒
経
過

6b
ar
以
上
の

圧
力
を
確
認

12
0 秒
の
間
に

6b
ar
以
上
の
圧
力
が
確
認
出
来
な

い
場
合
、
検
査

Ti
m

e
ou

t と
な
り
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

表
示
が
初
期
画
面
に
戻
り
ま
す

→
“T

im
e 

ou
t で
検
査
が
終
了
し
た
場
合

”
（

23
頁
）
を
参
照
願
い
ま
す

検
査

2 ：
車
輪
速
セ
ン
サ

C
装
着
輪
を
回
転
さ
せ
、
車
輪
速
セ
ン
サ
ー
信
号
が
正
し
く
入
力
さ
れ
る
か
の
確
認

を
行
い
ま
す


ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
を
し
て
車
輪
を
回
転
さ
せ
る
必
要
が
有
り
ま
す


反
対
輪
（
セ
ン
サ

D
装
着
輪
）
は
回
転
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い


車
輪
回
転
中
に
自
動
で
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
ま
す

車
輪
速
セ
ン
サ

C
装
着
輪
：

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
正
面
（
エ
ア
コ
ネ
ク
タ
側
）
か
ら
見
て
、
モ

ジ
ュ
ー
ル
右
側
（

P2
2 側
）
－
車
輪
速
セ
ン
サ
装
着
軸
は
車
両
に
よ
り
異
な
り
ま
す

手
順

1 ：
車
輪
速
セ
ン
サ

C
装
着
輪
を
回
転
さ
せ
て
く
だ
さ
い

※
車
輪
速
を
認
識
す
る
と
自
動
で
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
ま
す

手
順

2 ：
ブ
レ
ー
キ
が
解
放
さ
れ
た
ら
、
車
輪
速
セ
ン
サ

C
装
着
輪
を
再
度
回
転
さ
せ
て
く
だ
さ
い

※
車
輪
速
を
認
識
す
る
と
自
動
で
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
ま
す

車
輪
速
ゼ
ロ
の
ま
ま

12
0 秒
経
過

12
0 秒
の
間
に
車
輪
速
が
確
認
出
来
な
い
場
合
や

パ
ル
ス
リ
ン
グ
と
車
輪
速
セ
ン
サ
間
の
隙
間
が
開

い
て
い
る
と
検
査

Ti
m

e
ou

t と
な
り
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
表
示
が
初
期
画
面
に
戻
り
ま
す

→
“T

im
e 

ou
t で
検
査
が
終
了
し
た
場
合

”
（

23
頁
）
を
参
照
願
い
ま
す

反
対
輪
（
セ
ン
サ

D
）
の
車
輪
速
が
検
出
さ
れ

る
と
検
査
不
合
格
と
な
り
ま
す

× マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
次
の
検
査
が
（

S-
D

Se
ns

or
）
開
始
さ
れ
ま
す

反
対
輪
の
車
輪
速

を
検
出
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3 ：
検
査

2 と
同
様
の
確
認
を
車
輪
速
セ
ン
サ

D
装
着
輪
を
回
転
さ
せ
行
い
ま
す

車
輪
速
セ
ン
サ

D
装
着
輪
：

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
正
面
（
エ
ア
コ
ネ
ク
タ
側
）
か
ら
見
て
、
モ

ジ
ュ
ー
ル
左
側
（

P2
1 側
）
－
車
輪
速
セ
ン
サ
装
着
軸
は
車
両
に
よ
り
異
な
り
ま
す

P4
圧
ゼ
ロ
の
ま
ま

12
0 秒
経
過

12
0 秒
の
間
に

P4
圧
が
確
認
出
来
な
い
場
合
、
検

査
Ti

m
e

ou
t と
な
り
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
表
示
が
初
期

画
面
に
戻
り
ま
す

→
“T

im
e 

ou
t で
検
査
が
終
了
し
た
場
合

”
（

23
頁
）
を
参
照
願
い
ま
す

検
査

4 ：
ブ
レ
ー
キ
操
作
を
行
い
、
デ
マ
ン
ド
圧
（

P4
圧
）
が
正
し
く
入
力
さ
れ
る
か
の
確
認
を
行
い
ま
す


ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
く
だ
さ
い

P4
圧
を
確
認

検
査

5 を
始
め
る
前
準
備


ト
レ
ー
ラ
の
パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
し
て
く
だ
さ
い

※
試
験
終
了
後
、
パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
の
解
除
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
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5 ：
ト
レ
ー
ラ
の
パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
操
作
を
行
い
、
ス
プ
リ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
圧
（

P4
3 圧
）
が
解
放

さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す

P4
3 圧
が
解
放
さ
れ

な
い
ま
ま

12
0 秒
経
過

12
0 秒
の
間
に

P4
3 圧
の
解
放
が
確
認
出
来
な
い

場
合
、
検
査

Ti
m

e
ou

t と
な
り
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

表
示
が
初
期
画
面
に
戻
り
ま
す

→
“T

im
e 

ou
t で
検
査
が
終
了
し
た
場
合

”
（

23
頁
）
を
参
照
願
い
ま
す

P4
3 圧
解
放

を
確
認

全
て
の
検
査
に
合
格
し
た
場
合

不
合
格
の
検
査
が
有
っ
た
場
合

不
合
格
の
検
査
項
目
が
あ
り
ま
す

検
査
は
正
常
に
終
了
し
ま
し
た

不
合
格
項
目

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
シ
ス
テ
ム
検
査
画
面

に
戻
り
、
画
面
右
に
検
査
結
果
が
表
示
さ
れ
ま

す
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シ
ス
テ
ム
検
査
が

Ti
m

e 
ou

t に
よ
り
終
了
す
る
と
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
表
示
が
初
期
画
面
に
戻
り
ま

す

Ti
m

e 
ou

t で
検
査
が
終
了
し
た
場
合

何
れ
か
の
操
作
キ
ー
を
押
す
と
、
シ
ス
テ
ム
検
査
が

Ti
m

e 
ou

t で
終
了
し
た
こ
と
を
忠
告
す
る
画

面
が
表
示
さ
れ
ま
す

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
、

M
en

u 
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す

M
ai

n 
M

en
u 
→

 S
ys

te
m

 In
fo

 →
 In

st
al

la
tio

n 
Te

st
 と
進
む
と

シ
ス
テ
ム
検
査
画
面
右
に

Ti
m

e 
ou

t に
よ
り
検
査
が
終
了
す
る
ま
で
の

検
査
結
果
が
表
示
さ
れ
ま
す

検
査
不
合
格

検
査

Ti
m

e 
ou

t
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TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
品
番
が
表
示
さ
れ
ま
す

SW
TE

BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
す

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

M
ai

n 
M

en
u へ
戻
り
ま
す

5.

M
ai

n 
M

en
u ：

EC
U

 In
fo

M
ai

n 
M

en
u

EC
U

In
fo
［

EC
U
情
報
］

5.
5.

M
ai

n 
M

en
u 
→

EC
U 

In
fo

La
ng

.
リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
表
示
言
語
の
選
択
が
行
え
ま
す

※
En

gl
is

h
の
ま
ま
で
使
用
願
い
ま
す

Se
t L

CD
 C

on
tr

as
t

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
設
定

5.
6.

1.

M
an

uf
ac

tu
rin

g
In

fo
TI

M
の
情
報
を
表
示

5.
6.

2.

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

M
ai

n 
M

en
u へ
戻
り
ま
す

5.

M
ai

n 
M

en
u

TI
M

In
fo
［

TI
M
設
定

&
情
報
］

5.
6.

M
ai

n 
M

en
u 
→

TI
M

In
fo
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5.
6.

1.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 T
IM

 In
fo
→

Se
t L

CD
 C

on
tra

st

LC
D

Co
nt

ra
st

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
設
定
値
が

%
表
示
さ
れ

ま
す

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

%
表
示
左
側
に

” ＊
” マ
ー
ク
が

表
示
さ
れ
、
ア
ッ
プ
キ
ー
，
ダ
ウ
ン
キ
ー
で
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

の
変
更
が
出
来
ま
す

再
度
リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と
”
＊
”
マ
ー
ク
が
消
え
値

が
確
定
し
ま
す

Sa
ve

&
Ex

it
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
設
定
値
を
保
存
し

TI
M

In
fo
へ
戻
り
ま
す

5.
6.

Ex
it

設
定
値
を
保
存
せ
ず
に

TI
M

 In
fo
へ
戻
り
ま
す

5.
6.

5.
6.

2.
M

ai
n 

M
en

u 
→

 T
IM

 In
fo
→

M
an

uf
ac

tu
rin

g 
In

fo

Pa
rt

nu
m

TI
M
の
品
番
が
表
示
さ
れ
ま
す

SW
TI

M
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
す

Se
ria

l
TI

M
の
シ
リ
ア
ル
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
す

M
an

uf
Da

te
TI

M
の
製
造
日
が
表
示
さ
れ
ま
す

Y ：
西
暦

4 桁
，

M
：
月
，

D ：
日

Ex
it

リ
タ
ー
ン
キ
ー
を
押
す
と

TI
M

In
fo
へ
戻
り
ま
す

5.
6.
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6.
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
表

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

内
容

処
置

00
02

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
チ
ェ
ッ
ク
サ
ム
異
常
）

00
03

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
EE

PR
O

M
エ
ラ
ー
）

00
04

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（E

EP
RO

M
チ
ェ
ッ
ク
サ
ム
異
常
）

00
05

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（E

EP
RO

M
デ
ー
タ
異
常
）

00
06

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（E

EP
RO

M
書
き
込
み
エ
ラ
ー
）

00
07

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（E

C
U ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
の
不
整
合
）

00
08

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
2マ
イ
コ
ン
間
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
バ
ー
ジ
ョ
ン
不
整
合
）

00
09

00
供
給
電
源
エ
ラ
ー

制
動
中
、
頻
繁
に
供
給
電
圧
が
低
下

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
に
汚
れ
、
ゴ
ミ
の
混
入
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38

 1
，

4 ピ
ン
間
　
及
び
　

2 ，
3 ピ
ン
間
電
圧
が

8 ～
32

V の
範
囲
に
あ
る
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
を
再
度
押
し
込
む

00
0C

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

D
 異
常

00
0D

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

C
 異
常

00
12

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

C
 地
絡

00
13

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

D
 地
絡

00
18

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

C
 周
波
数
過
大

00
19

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

D
 周
波
数
過
大

00
1E

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

C
 速
度
急
変

00
1F

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

D
 速
度
急
変

イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ィ
ッ
チ

 O
FF

/O
N 
に
て
エ
ラ
ー
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
不
良
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
セ
ン
サ
抵
抗
値
：
 1

kΩ
～

 2
kΩ
の
事

・
　
セ
ン
サ
　
及
び
　
延
長
ケ
ー
ブ
ル
コ
ネ
ク
タ
ー
内
へ
の
水
侵
入
や
汚
れ
、
ゴ
ミ
の
混
入
が
無
い
事

・
　
セ
ン
サ
ケ
ー
ブ
ル
　
及
び
　
延
長
ケ
ー
ブ
ル
の
破
損
，
亀
裂
が
無
い
事

車
輪
速
セ
ン
サ
信
号
周
波
数
＞

 1
.5

 k
Hz

 （
≒

 1
50

km
/h
）

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
ブ
レ
ー
キ
ジ
ャ
ダ
ー
，
ブ
レ
ー
キ
鳴
き
が
無
い
か

・
　
車
輪
速
セ
ン
サ
本
体
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
）
が
緩
み
な
く
ホ
ル
ダ
ー
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か

・
　
ノ
イ
ズ
が
誘
導
さ
れ
る
様
な
箇
所
に
車
輪
速
セ
ン
サ
ケ
ー
ブ
ル
が
配
線
さ
れ
て
い
な
い
か

・
　
大
径
タ
イ
ヤ
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
か

車
輪
速
が

20
km

/h
以
上
か
ら
急
激
に

0k
m

/h
に
変
化

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
セ
ン
サ
と
パ
ル
ス
リ
ン
グ
間
の
隙
間
（A

ir 
ga

p ）
が
適
正
か
確
認

・
　
車
輪
速
セ
ン
サ
本
体
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
）
が
緩
み
な
く
ホ
ル
ダ
ー
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か

・
　
セ
ン
サ
抵
抗
値
：
 1

kΩ
～

 2
kΩ
の
事

・
　
パ
ル
ス
リ
ン
グ
の
破
損
，
汚
れ
　
及
び
　
異
物
付
着
が
無
い
事

・
　
ホ
ィ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
の
過
大
な
取
付
け
ガ
タ
・
遊
び
が
無
い
事

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
－
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
間
の
エ
ア
配
管
に
破
損
，
閉
塞
が
無
い
事

・
　
サ
ー
ビ
ス
ブ
レ
ー
キ
の
印
加
，
開
放
が
正
し
く
行
わ
れ
る
事

断
線
　
又
は
　
天
絡

他
の
車
輪
速
セ
ン
サ
信
号
と
の
短
絡
：
ケ
ー
ブ
ル
被
覆
の
磨
耗
に
よ
る
他
セ
ン
サ
と
の
絶
縁
不
良
等

車
輪
速
セ
ン
サ
信
号
異
常
：
他
の
車
輪
速
セ
ン
サ
信
号
の
誘
導
等

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
セ
ン
サ
抵
抗
値
：
 1

kΩ
～

 2
kΩ
の
事

・
　
セ
ン
サ
　
及
び
　
延
長
ケ
ー
ブ
ル
コ
ネ
ク
タ
ー
内
へ
の
水
侵
入
や
汚
れ
、
ゴ
ミ
の
混
入
が
無
い
事

・
　
セ
ン
サ
ケ
ー
ブ
ル
　
及
び
　
延
長
ケ
ー
ブ
ル
の
破
損
，
亀
裂
が
無
い
事

・
　

2 本
の
車
輪
速
セ
ン
サ
ケ
ー
ブ
ル
が
ツ
イ
ス
ト
ペ
ア
で
配
線
さ
れ
て
い
な
い
か

・
　

2 本
の
車
輪
速
セ
ン
サ
ケ
ー
ブ
ル
が
車
両
に
共
締
め
固
定
さ
れ
て
い
な
い
か
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エ
ラ
ー
コ
ー
ド

内
容

処
置

00
24

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

C
 A

ir 
ga

p 過
大

00
25

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

D
 A

ir 
ga

p過
大

00
2A

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

C
 ド
ラ
イ
ブ
オ
フ
エ
ラ
ー

00
2B

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

D
 ド
ラ
イ
ブ
オ
フ
エ
ラ
ー

00
30

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

C
 ノ
イ
ズ
過
多

00
31

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

D
 ノ
イ
ズ
過
多

00
36

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

C
 装
着
輪
　
タ
イ
ヤ
設
定
規
定
外

00
37

00
 
車
輪
速
セ
ン
サ

C
 装
着
輪
　
タ
イ
ヤ
設
定
規
定
外

00
3A

00
 

P2
1 
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
バ
ル
ブ
異
常

00
3B

00
 

P2
1 
増
圧
バ
ル
ブ
異
常

00
3C

00
 

P2
1 
排
気
バ
ル
ブ
異
常

00
3D

00
 

P2
2 
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
バ
ル
ブ
異
常

00
3E

00
 

P2
2 
増
圧
バ
ル
ブ
異
常

00
3F

00
 

P2
2 
排
気
バ
ル
ブ
異
常

00
47

00
 

EE
PR

O
M
メ
モ
リ
ー
領
域
不
足

メ
モ
リ
ー
領
域
（
EE

PR
O

M
要
領
）
の
不
足

可
能
性
と
し
て

IS
O

76
38

 電
源
ラ
イ
ン
の
接
続
不
良
（
頻
繁
な
断
線
）
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
接
続
に
緩
み
が
無
い
か

・
　

TE
BS
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
電
源
コ
ネ
ク
タ
ー
接
続
に
緩
み
が
無
い
か

エ
ラ
ー
解
除
に
は
専
用
の
ダ
イ
ア
グ
ツ
ー
ル

 E
C

Ut
al

kを
用
い
た

EE
PR

O
M
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

［
詳
細
は

TD
-1

94
1_

TE
BS

G
2_

D
TC

ch
ec

kM
am

ua
l を
参
照
く
だ
さ
い
］

00
48

00
サ
プ
ラ
イ
圧
過
多

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
が

9.
5b

ar
以
上

00
4C

00
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー

イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ィ
ッ
チ

 O
FF

/O
N 
に
て
エ
ラ
ー
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
不
良
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

車
輪
速
セ
ン
サ
信
号
が
発
生
し
な
い

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
セ
ン
サ
と
パ
ル
ス
リ
ン
グ
間
の
隙
間
（A

ir 
ga

p ）
が
適
正
か
確
認

・
　
車
輪
速
セ
ン
サ
本
体
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
）
が
緩
み
な
く
ホ
ル
ダ
ー
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か

・
　
セ
ン
サ
抵
抗
値
：
 1

kΩ
～

 2
kΩ
の
事

・
　
パ
ル
ス
リ
ン
グ
の
破
損
，
汚
れ
　
及
び
　
異
物
付
着
が
無
い
事

・
　
ホ
ィ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
の
過
大
な
取
付
け
ガ
タ
・
遊
び
が
無
い
事

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
－
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
間
の
エ
ア
配
管
に
破
損
，
閉
塞
が
無
い
事

・
　
サ
ー
ビ
ス
ブ
レ
ー
キ
の
印
加
，
開
放
が
正
し
く
行
わ
れ
る
事

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
ノ
イ
ズ
が
誘
導
さ
れ
る
様
な
箇
所
に
車
輪
速
セ
ン
サ
ケ
ー
ブ
ル
が
配
線
さ
れ
て
い
な
い
か

・
　
車
輪
速
セ
ン
サ
本
体
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
）
が
緩
み
な
く
ホ
ル
ダ
ー
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か

・
　
パ
ル
ス
リ
ン
グ
の
破
損
，
汚
れ
　
及
び
　
異
物
付
着
が
無
い
事

・
　
ホ
ィ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
の
過
大
な
取
付
け
ガ
タ
・
遊
び
が
無
い
事

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ヤ
直
径
と
パ
ル
ス
リ
ン
グ
歯
数
と
の
関
係
が
適
用
範
囲
外
で
す
。

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
パ
ラ
メ
ー
タ
修
正
が
必
要
で
す
。

車
型
に
合
っ
た
正
し
い
パ
ラ
メ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
へ
の
書
替
え
を
し
て
下
さ
い
。

イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ィ
ッ
チ

 O
FF

/O
N 
に
て
エ
ラ
ー
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
不
良
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
セ
ン
サ
と
パ
ル
ス
リ
ン
グ
間
の
隙
間
（A

ir 
ga

p ）
が
適
正
か
確
認

・
　
車
輪
速
セ
ン
サ
本
体
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
）
が
緩
み
な
く
ホ
ル
ダ
ー
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か

・
　
セ
ン
サ
抵
抗
値
：
 1

kΩ
～

 2
kΩ
の
事

・
　
パ
ル
ス
リ
ン
グ
の
破
損
，
汚
れ
　
及
び
　
異
物
付
着
が
無
い
事

・
　
ホ
ィ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
の
過
大
な
取
付
け
ガ
タ
・
遊
び
が
無
い
事

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
－
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
間
の
エ
ア
配
管
に
破
損
，
閉
塞
が
無
い
事

・
　
サ
ー
ビ
ス
ブ
レ
ー
キ
の
印
加
，
開
放
が
正
し
く
行
わ
れ
る
事

Ai
r g

ap
 が
広
が
る
と

TE
BS
が
認
識
出
来
る
最
低
速
度
（A

ir 
ga

p 
sp

ee
d ）
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
（
適
正
な

 A
ir 

ga
p 

sp
ee

d 
は
、

4 
km

/h
 以
下
で
す
。
）



−199−

Kn
or

r-B
re

m
se

 G
ro

up
28

TD
-2

07
7

エ
ラ
ー
コ
ー
ド
表

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

内
容

処
置

00
EC

00
 

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
（
Re

dカ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）
圧
力
セ
ン
サ
エ
ラ
ー

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
＜

 9
.0

ba
r で
あ
る
事

・
　

P1
 入
力
圧
（
必
要
に
応
じ
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
使
用
）
と

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
認
識
す
る
サ
プ
ラ
イ
圧
と
に
差
が
な
い
事

00
ED

00
 

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
（
Re

d カ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）
異
常

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
（
Re

dカ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）
，

P4
 コ
ン
ト
ロ
ー
ル
圧
（
Ye

llo
wカ
ッ
プ
リ
ン
グ
）
，

P2
1,

P2
2（
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
出
力
圧
）
相
互
比
較
に
て
、

P1
圧
が

0.
4b

ar
以
上
の
差
を
検
出

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
＜

 9
.0

ba
r で
あ
る
事

・
　

P4
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
圧
＜

 9
.0

ba
r で
あ
る
事
（
フ
ル
制
動
か
つ
パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
作
動
時
）

・
　
サ
プ
ラ
イ
圧
配
管
に
閉
塞
，
気
密
不
良
が
無
い
事

・
　

P1
 入
力
圧
（
必
要
に
応
じ
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
使
用
）
と

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
認
識
す
る
サ
プ
ラ
イ
圧
と
に
差
が
な
い
事

00
EE

00
 

P4
 コ
ン
ト
ロ
ー
ル
圧
（
Ye

llo
w カ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）
圧
力
セ
ン
サ
エ
ラ
ー

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

P4
 コ
ン
ト
ロ
ー
ル
圧
＜

 9
.0

ba
r で
あ
る
事

・
　

P4
 入
力
圧
（
必
要
に
応
じ
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
使
用
）
と

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
認
識
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
圧
と
に
差
が
な
い
事

00
EF

00
 

P4
 コ
ン
ト
ロ
ー
ル
圧
（
Ye

llo
wカ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）
異
常

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
（
Re

d カ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）
，

P4
 コ
ン
ト
ロ
ー
ル
圧
（
Ye

llo
w カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）
，

P2
1,

P2
2 （
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
出
力
圧
）
相
互
比
較
に
て
、

P4
圧
が

0.
4b

ar
以
上
の
差
を
検
出

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
＜

 9
.0

ba
r で
あ
る
事

・
　

P4
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
圧
＜

 9
.0

ba
r で
あ
る
事
（
フ
ル
制
動
か
つ
パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
作
動
時
）

・
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
圧
配
管
に
閉
塞
，
気
密
不
良
が
無
い
事

・
　

P4
 入
力
圧
（
必
要
に
応
じ
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
使
用
）
と

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
認
識
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
圧
と
に
差
が
な
い
事

00
F0

00
 

P4
2 
エ
ア
サ
ス
圧
　
圧
力
セ
ン
サ
エ
ラ
ー

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

P4
 エ
ア
サ
ス
圧
＜

 9
.0

ba
r で
あ
る
事

・
　

P4
入
力
圧
（
必
要
に
応
じ
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
使
用
）
と

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
認
識
す
る
エ
ア
サ
ス
圧
と
に
差
が
な
い
事

00
F1

00
 

P4
2 
エ
ア
サ
ス
圧
異
常

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

P4
 エ
ア
サ
ス
圧
＜

 9
.0

ba
r で
あ
る
事

00
F2

00
 

P2
1 
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
　
圧
力
セ
ン
サ
エ
ラ
ー

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
左
右
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
が
同
圧
で

9.
0b

ar
以
下
で
あ
る
事

・
　

P2
1 
出
力
圧
（
必
要
に
応
じ
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
使
用
）
と

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
認
識
す
る

P2
1 圧
と
に
差
が
な
い
事

00
F3

00
 

P2
1 
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
異
常

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
（
Re

d カ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）
，

P4
 コ
ン
ト
ロ
ー
ル
圧
（
Ye

llo
w カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）
，

P2
1,

P2
2 （
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
出
力
圧
）
相
互
比
較
に
て
、

P2
1 圧
が

0.
4b

ar
以
上
の
差
を
検
出

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
左
右
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
が
同
圧
で

9.
0b

ar
以
下
で
あ
る
事

・
　
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
配
管
に
閉
塞
，
気
密
不
良
が
無
い
事

・
　

P2
1 
出
力
圧
（
必
要
に
応
じ
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
使
用
）
と

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
認
識
す
る

P2
1 圧
と
に
差
が
な
い
事

00
F4

00
 

P2
2 
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
　
圧
力
セ
ン
サ
エ
ラ
ー

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
左
右
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
が
同
圧
で

9.
0b

ar
以
下
で
あ
る
事

・
　

P2
2 
出
力
圧
（
必
要
に
応
じ
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
使
用
）
と

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
認
識
す
る

P2
2 圧
と
に
差
が
な
い
事

00
F5

00
 

P2
2 
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
異
常

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
（
Re

d カ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）
，

P4
 コ
ン
ト
ロ
ー
ル
圧
（
Ye

llo
w カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）
，

P2
1,

P2
2 （
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
出
力
圧
）
相
互
比
較
に
て
、

P2
1 圧
が

0.
4b

ar
以
上
の
差
を
検
出

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
左
右
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
が
同
圧
で

9.
0b

ar
以
下
で
あ
る
事

・
　
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
配
管
に
閉
塞
，
気
密
不
良
が
無
い
事

・
　

P2
2 
出
力
圧
（
必
要
に
応
じ
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
使
用
）
と

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
認
識
す
る

P2
2 圧
と
に
差
が
な
い
事
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エ
ラ
ー
コ
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ド
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エ
ラ
ー
コ
ー
ド

内
容

処
置

00
F6

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー

(マ
イ
コ
ン

)
00

F7
00

 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
内
部
割
込
み
処
理
異
常
）

00
F8

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
EC

U リ
セ
ッ
ト
処
理
異
常
）

00
F9

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
RO

M
異
常
）

00
FB

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
ス
タ
ッ
ク
領
域
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
）

00
FC

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
ス
タ
ッ
ク
領
域
ア
ン
ダ
ー
フ
ロ
ー
）

00
FD

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
セ
ル
フ
テ
ス
ト
エ
ラ
ー
）

00
FE

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
RA

M
異
常
）

00
FF

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
2マ
イ
コ
ン
間
の
通
信
異
常
）

01
00

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
2 マ
イ
コ
ン
間
の
通
信
異
常
）

01
01

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
2 マ
イ
コ
ン
間
の
通
信
異
常
）

01
02

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
2 マ
イ
コ
ン
間
の
通
信
異
常
）

01
04

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
圧
力
セ
ン
サ
ク
ロ
ス
チ
ャ
ッ
ク
エ
ラ
ー
）

01
1F

00
 
過
電
圧
エ
ラ
ー

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

IS
O

76
38

 1
，

4 ピ
ン
間
　
及
び
　

2 ，
3 ピ
ン
間
電
圧
＜

 3
2V
の
事

01
20

00
 
低
電
圧
エ
ラ
ー
（
AU

X機
能
停
止
）

01
21

00
 
走
行
中
低
電
圧
エ
ラ
ー
（A

UX
機
能
停
止
）

01
22

00
 
低
電
圧
エ
ラ
ー
（
制
御
停
止
）

01
23

00
 
走
行
中
低
電
圧
エ
ラ
ー
（
制
御
停
止
）

01
24

00
 
停
車
中
低
サ
プ
ラ
イ
圧
（R

ed
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）

01
25

00
 
走
行
中
低
サ
プ
ラ
イ
圧
（R

ed
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）

01
27

00
 

P4
2 
エ
ア
サ
ス
圧
範
囲
外

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
範
囲
外
の
エ
ア
サ
ス
圧
を
検
出

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
ハ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
付
き
車
の
場
合
、
ハ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
レ
バ
ー
が
走
行
位
置
で
あ
る
事
（
手
動
調
整
状
態
で
無
い
事
）

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
値
［
空
車
，
積
車
エ
ア
サ
ス
圧
設
定
］
確
認

　
　
（
LS

F プ
レ
ー
ト
値
と
の
比
較
又
は
ト
レ
ー
ラ
メ
ー
カ
ー
へ
指
定
を
確
認
）

01
2A

00
 

LS
F（
ロ
ー
ド
セ
ン
シ
ン
グ
機
能
）
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
異
常

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
値
［
空
車
，
積
車
エ
ア
サ
ス
圧
設
定
］
確
認

　
　
（
LS

F プ
レ
ー
ト
値
と
の
比
較
又
は
ト
レ
ー
ラ
メ
ー
カ
ー
へ
指
定
を
確
認
）

01
2C

00
 

C
AN
／
エ
ア
制
動
要
求
不
整
合

エ
ア
制
動
要
求
（
Ye

llo
wカ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）
0b

ar
に
て
、

C
AN
（
電
気
式
）
制
動
要
求
＞

 1
ba

r が
1秒
以
上
継
続

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

Ye
llo

wカ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
接
続
さ
れ
て
い
る
事

・
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ラ
イ
ン
配
管
（
Ye

llo
w カ
ッ
プ
リ
ン
グ
，

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル

 P
4 間
）
に
閉
塞
，
気
密
不
良
が
無
い
事

01
2D

00
 
サ
ー
ビ
ス
ブ
レ
ー
キ
指
示
長
時
間
継
続

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ラ
イ
ン
配
管
（
Ye

llo
w カ
ッ
プ
リ
ン
グ
，

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル

 P
4 間
）
の
閉
塞
に
よ
る
残
圧
が
無
い
事

01
2E

00
 
エ
ア
式
制
動
ラ
イ
ン
を
持
た
な
い
ト
ラ
ク
タ
と
の
連
結

「
エ
ア
式
制
動
ラ
イ
ン
無
し
」
の
信
号
（IS

O
11

99
2 

C
AN
情
報
）
を
ト
ラ
ク
タ
が
送
信
［
法
規
不
適
合
］

ト
ラ
ク
タ
製
造
会
社
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

01
2F

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
モ
ジ
ュ
レ
ー
タ
作
動
異
常
）

意
図
せ
ぬ
バ
ル
ブ
作
動
を
検
出

イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ィ
ッ
チ

 O
FF

/O
N 
に
て
エ
ラ
ー
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
不
良
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ィ
ッ
チ

 O
FF

/O
N 
に
て
エ
ラ
ー
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
不
良
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
サ
プ
ラ
イ
圧
＞

 5
.5

ba
rの
事

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
に
汚
れ
、
ゴ
ミ
の
混
入
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38

 1
，

4ピ
ン
間
　
及
び
　

2，
3ピ
ン
間
電
圧
＞

 8
Vの
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
を
再
度
押
し
込
む

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
に
汚
れ
、
ゴ
ミ
の
混
入
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38

 1
，

4 ピ
ン
間
　
及
び
　

2 ，
3 ピ
ン
間
電
圧
＞

 8
V の
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
を
再
度
押
し
込
む
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01
30

00
 
車
輪
速
信
号
不
整
合

長
時
間
の

AB
S継
続
作
動

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
セ
ン
サ
と
パ
ル
ス
リ
ン
グ
間
の
隙
間
（A

ir 
ga

p ）
が
適
正
か
確
認

・
　
車
輪
速
セ
ン
サ
本
体
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
）
が
緩
み
な
く
ホ
ル
ダ
ー
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か

・
　
セ
ン
サ
抵
抗
値
：
 1

k Ω
～

 2
kΩ
の
事

・
　
パ
ル
ス
リ
ン
グ
の
破
損
，
汚
れ
　
及
び
　
異
物
付
着
が
無
い
事

・
　
ホ
ィ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
の
過
大
な
取
付
け
ガ
タ
・
遊
び
が
無
い
事

上
記
確
認
後
、
走
行
を
行
い
エ
ラ
ー
再
発
の
無
い
事
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

01
32

00
 
電
源
電
圧
変
動

過
大
な
電
源
電
圧
変
動
（IS

O
76

38
 1
，

4 ピ
ン
間
）
を
検
出

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
に
汚
れ
、
ゴ
ミ
の
混
入
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38

 1
，

4ピ
ン
間
　
及
び
　

2，
3ピ
ン
間
電
圧
＞

 8
Vの
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
を
再
度
押
し
込
む

※
　
こ
の
エ
ラ
ー
は
通
算

5回
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
と
キ
ー
オ
フ
、
オ
ン
だ
け
で
は
エ
ラ
ー
が
消
え
ま
せ
ん
。

　
　
エ
ラ
ー
解
除
に
は
専
用
の
ダ
イ
ア
グ
ツ
ー
ル

 E
C

Ut
al

k を
用
い
た
エ
ラ
ー
消
去
が
必
要
で
す
。

　
　
［
詳
細
は

TD
-1

94
1_

TE
BS

G
2_

D
TC

ch
ec

kM
am

ua
lを
参
照
く
だ
さ
い
］

01
33

00
 
オ
プ
シ
ョ
ン
設
定
機
器
エ
ラ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン
設
定
さ
れ
た
機
器
の
エ
ラ
ー
を
検
出
（
警
告
灯
点
灯
の
為
に
セ
ッ
ト
さ
れ
る
エ
ラ
ー
）

同
時
に
検
出
さ
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
設
定
機
器
の
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
に
従
い
修
理
を
し
て
下
さ
い
。

01
4C

00
 
横
加
速
度
セ
ン
サ
信
号
範
囲
外

イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ィ
ッ
チ

 O
FF

/O
N 
に
て
エ
ラ
ー
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
不
良
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

01
4D

00
 
横
加
速
度
セ
ン
サ
取
付
方
向
エ
ラ
ー

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
タ
イ
ヤ
サ
イ
ズ
，
パ
ル
ス
リ
ン
グ
歯
数
の
設
定
に
誤
り
が
な
い
事

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
取
付
け
向
き
が
正
し
い
事

01
4E

00
 

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
取
付
け
不
良

横
加
速
度
セ
ン
サ
出
力
が
規
定
最
大
値
を
超
過

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
取
付
け
確
認
（
取
付
け
ボ
ル
ト
の
緩
み
，
取
付
け
ガ
タ
が
無
い
事
）

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
取
付
け
左
右
傾
き
が

 ±
5 度
以
内
に
あ
る
事

01
4F

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
横
加
速
度
セ
ン
サ
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
エ
ラ
ー
）

イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ィ
ッ
チ

 O
FF

/O
N 
に
て
エ
ラ
ー
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
不
良
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

01
51

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
横
転
抑
止
作
動
過
多
）

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
取
付
け
確
認
（
取
付
け
ボ
ル
ト
の
緩
み
，
取
付
け
ガ
タ
が
無
い
事
）

01
6A

00
 

P2
1 
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
気
密
不
良

01
6B

00
 

P2
1 
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
制
御
不
能

頻
繁
な

P2
1 
圧
の
調
圧
が
発
生

オ
イ
ル
混
入
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
サ
イ
レ
ン
サ
ー
を
取
り
外
し
、
目
視
に
よ
る
オ
イ
ル
混
入
有
無
の
確
認

・
　

P2
1 
出
力
圧
（
必
要
に
応
じ
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
使
用
）
と

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
認
識
す
る

P2
1圧
と
に
差
が
な
い
事
を
確
認

・
　

P2
1 配
管
の
接
続
確
認

上
記
確
認
で
異
常
が
見
ら
れ
な
い
場
合

・
　
全
て
の

P2
1 配
管
を
外
し
フ
ル
制
動
（
8.

5b
ar
指
示
）
を

10
回
程
度
行
う

・
　
全
て
の

P2
1出
力
を
プ
ラ
グ
で
塞
ぎ
数
回
の
ブ
レ
ー
キ

on
/o

ff後
圧
力
を
一
定
に
保
持

上
記
確
認
で
同
エ
ラ
ー
を
検
出
す
る
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
交
換
が
必
要
で
す
。

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
交
換
す
る
前
に
、
エ
ア
圧
配
管
系
の
清
掃
を
行
っ
て
下
さ
い
。

清
掃
を
行
わ
な
い
場
合
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
交
換
を
行
っ
て
も
再
度
同
エ
ラ
ー
が
検
出
さ
れ
る
可
能
性
が
有
り
ま
す
。
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01
6C

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
P2

1バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
バ
ル
ブ
不
良
）

イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ィ
ッ
チ

 O
FF

/O
N 
に
て
エ
ラ
ー
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
不
良
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

01
6D

00
 

P2
2 
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
気
密
不
良

01
6E

00
 

P2
2 
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧
制
御
不
能

01
6F

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
P2

2バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
バ
ル
ブ
不
良
）

イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ィ
ッ
チ

 O
FF

/O
N 
に
て
エ
ラ
ー
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
不
良
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

01
72

00
 

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
（
Re

d カ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）
相
関
エ
ラ
ー

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
＜

 P
21
，

P2
2 
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
ー
圧

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

P1
 入
力
圧
（
必
要
に
応
じ
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
使
用
）
と

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
認
識
す
る
サ
プ
ラ
イ
圧
と
に
差
が
な
い
事
を
確
認

01
85

00
 
電
源
供
給
ラ
イ
ン
の
配
線
抵
抗
過
大

制
動
中
に
頻
繁
な
電
源
電
圧
変
動
を
検
出

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
に
汚
れ
、
ゴ
ミ
の
混
入
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38

 1
，

4ピ
ン
間
　
及
び
　

2，
3ピ
ン
間
電
圧
＞

 8
Vの
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
を
再
度
押
し
込
む

01
86

00
 

IS
O

76
38

 3
ピ
ン
（
EC

U 
G

ND
）
断
線
（
停
車
中
）

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

IS
O

76
38

 3
ピ
ン
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
事

・
　

IS
O

76
38

 2
，

3 ピ
ン
間
電
圧
＞

 8
V の
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
，

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
間
の
ケ
ー
ブ
ル
に
破
損
，
亀
裂
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
に
汚
れ
、
ゴ
ミ
の
混
入
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
を
再
度
押
し
込
む

01
87

00
 

IS
O

76
38
失
陥
（
停
車
中
）

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

IS
O

76
38

 1
，

4ピ
ン
間
　
及
び
　

2，
3ピ
ン
間
電
圧
が

8～
32

Vの
範
囲
に
あ
る
事

・
　

IS
O

76
38

 4
ピ
ン
か
ら

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
バ
ル
ブ
電
源
入
力
端
子
間
電
圧
降
下
量
が

2V
未
満
の
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
，

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
間
の
ケ
ー
ブ
ル
に
破
損
，
亀
裂
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
に
汚
れ
、
ゴ
ミ
の
混
入
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
を
再
度
押
し
込
む

01
8A

00
 
コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
定
エ
ラ
ー

パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
に
矛
盾
が
有
り
ま
す
。

車
両
に
適
合
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
入
手
し

EC
U へ
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

01
8B

00
 

AB
S設
定
エ
ラ
ー

AB
S 
設
定
に
矛
盾
が
有
り
ま
す
。

車
両
に
適
合
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
入
手
し

EC
U へ
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

01
8C

00
 

AU
X 

I/O
設
定
エ
ラ
ー

Au
xil

ia
ry

 IO
 設
定
に
矛
盾
が
有
り
ま
す
。

車
両
に
適
合
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
入
手
し

EC
Uへ
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

01
8D

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
2 マ
イ
コ
ン
間
の
通
信
異
常
）

イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ィ
ッ
チ

 O
FF

/O
N 
に
て
エ
ラ
ー
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
不
良
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

頻
繁
な

P2
2 
圧
の
調
圧
が
発
生

オ
イ
ル
混
入
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
サ
イ
レ
ン
サ
ー
を
取
り
外
し
、
目
視
に
よ
る
オ
イ
ル
混
入
有
無
の
確
認

・
　

P2
2 
出
力
圧
（
必
要
に
応
じ
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
使
用
）
と

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
認
識
す
る

P2
1圧
と
に
差
が
な
い
事
を
確
認

・
　

P2
2 配
管
の
接
続
確
認

上
記
確
認
で
異
常
が
見
ら
れ
な
い
場
合

・
　
全
て
の

P2
2 配
管
を
外
し
フ
ル
制
動
（8

.5
ba

r 指
示
）
を

10
回
程
度
行
う

・
　
全
て
の

P2
2 出
力
を
プ
ラ
グ
で
塞
ぎ
数
回
の
ブ
レ
ー
キ

on
/o

ff 後
圧
力
を
一
定
に
保
持

上
記
確
認
で
同
エ
ラ
ー
を
検
出
す
る
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
交
換
が
必
要
で
す
。

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
交
換
す
る
前
に
、
エ
ア
圧
配
管
系
の
清
掃
を
行
っ
て
下
さ
い
。

清
掃
を
行
わ
な
い
場
合
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
交
換
を
行
っ
て
も
再
度
同
エ
ラ
ー
が
検
出
さ
れ
る
可
能
性
が
有
り
ま
す
。
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01
8E

00
 

AB
S 作
動
異
常

AB
S制
御
が
長
時
間
継
続

AB
S 制
御
が
作
動
／
停
止
を
繰
り
返
す

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
セ
ン
サ
と
パ
ル
ス
リ
ン
グ
間
の
隙
間
（A

ir 
ga

p ）
が
適
正
か
確
認

・
　
車
輪
速
セ
ン
サ
本
体
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
）
が
緩
み
な
く
ホ
ル
ダ
ー
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か

・
　
セ
ン
サ
抵
抗
値
：
 1

k Ω
～

 2
kΩ
の
事

・
　
パ
ル
ス
リ
ン
グ
の
破
損
，
汚
れ
　
及
び
　
異
物
付
着
が
無
い
事

・
　
ホ
ィ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
の
過
大
な
取
付
け
ガ
タ
・
遊
び
が
無
い
事

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
－
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
間
の
エ
ア
配
管
に
破
損
，
閉
塞
が
無
い
事

・
　
サ
ー
ビ
ス
ブ
レ
ー
キ
の
印
加
，
開
放
が
正
し
く
行
わ
れ
る
事

01
8F

00
 

EC
U コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
エ
ラ
ー

EC
U の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
に
誤
り
が
有
り
ま
す
。

車
両
に
適
合
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
入
手
し

EC
Uへ
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

01
99

00
 

EC
U コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
）
未
実
施
エ
ラ
ー

EC
U は
出
荷
状
態
の
ま
ま
で
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

車
両
に
適
合
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
入
手
し

EC
U へ
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

01
9A

00
 

EO
L 未
実
施
エ
ラ
ー

EC
U は
出
荷
状
態
の
ま
ま
で

EO
L 試
験
が
未
実
施
　
又
は
　
中
断
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

EO
L試
験
を
行
っ
て
下
さ
い
。

01
9C

00
 

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
取
付
け
不
良

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
取
付
け
左
右
傾
き
＞

 ±
5 度

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
取
付
け
確
認
（
取
付
け
ボ
ル
ト
の
緩
み
，
取
付
け
ガ
タ
が
無
い
事
）

01
9F

00
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
エ
ラ
ー
（
P2

8 
リ
フ
ト
ア
ク
ス
ル
バ
ル
ブ
作
動
圧
生
成
不
良
）

イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ィ
ッ
チ

 O
FF

/O
N 
に
て
エ
ラ
ー
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
、

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
不
良
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

01
A3

00
 
車
輪
速
信
号
相
関
エ
ラ
ー

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
セ
ン
サ
と
パ
ル
ス
リ
ン
グ
間
の
隙
間
（A

ir 
ga

p ）
が
適
正
か

・
　
車
輪
速
セ
ン
サ
本
体
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
）
が
緩
み
な
く
ホ
ル
ダ
ー
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か

・
　
パ
ル
ス
リ
ン
グ
の
破
損
，
汚
れ
　
及
び
　
異
物
付
着
が
無
い
事

・
　
ホ
ィ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
の
過
大
な
取
付
け
ガ
タ
・
遊
び
が
無
い
事

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
－
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
間
の
エ
ア
配
管
に
破
損
，
閉
塞
が
無
い
事

・
　
サ
ー
ビ
ス
ブ
レ
ー
キ
の
印
加
，
開
放
が
正
し
く
行
わ
れ
る
事

01
A4

00
 

IS
O

76
38
失
陥
（
走
行
中
）

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

IS
O

76
38

 1
，

4 ピ
ン
間
　
及
び
　

2 ，
3 ピ
ン
間
電
圧
が

8 ～
32

V の
範
囲
に
あ
る
事

・
　

IS
O

76
38

 4
ピ
ン
か
ら

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
バ
ル
ブ
電
源
入
力
端
子
間
電
圧
降
下
量
が

2V
未
満
の
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
，

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
間
の
ケ
ー
ブ
ル
に
破
損
，
亀
裂
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
に
汚
れ
、
ゴ
ミ
の
混
入
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
を
再
度
押
し
込
む

01
A5

00
IS

O
76

38
 3
ピ
ン
（
EC

U 
G

ND
）
断
線
（
走
行
中
）

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

IS
O

76
38

 3
ピ
ン
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
事

・
　

IS
O

76
38

 2
，

3ピ
ン
間
電
圧
＞

 8
Vの
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
，

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
間
の
ケ
ー
ブ
ル
に
破
損
，
亀
裂
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
に
汚
れ
、
ゴ
ミ
の
混
入
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
を
再
度
押
し
込
む

01
A6

00
 
制
動
性
能
低
下

失
陥
に
よ
り

UN
/E

C
E 

R1
3で
要
求
さ
れ
る
制
動
性
能
が
満
足
出
来
ま
せ
ん
。

同
時
に
検
出
さ
れ
て
い
る
エ
ラ
ー
（
以
下
の
失
陥
の
可
能
性
が
有
り
ま
す
）
に
従
い
修
理
を
し
て
下
さ
い
。

・
　

EC
U は
出
荷
状
態
の
ま
ま
で
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
が
さ
れ
て
い
な
い

・
　
車
輪
速
セ
ン
サ
の
失
陥

・
　
ロ
ー
ド
セ
ン
シ
ン
グ
機
能
失
陥

01
A9

00
 
低
サ
プ
ラ
イ
圧
に
よ
る

EB
S 制
御
停
止

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
（
Re

d カ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）
＜

 2
.5

ba
r



−204−

Kn
or

r-B
re

m
se

 G
ro

up
33

TD
-2

07
7

エ
ラ
ー
コ
ー
ド
表

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

内
容

処
置

01
AC

00
 

IS
O

76
38

 4
ピ
ン
（
バ
ル
ブ

G
ND
）
断
線

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

IS
O

76
38

 4
ピ
ン
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
，

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
間
の
ケ
ー
ブ
ル
に
破
損
，
亀
裂
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
に
汚
れ
、
ゴ
ミ
の
混
入
が
無
い
事

・
　

IS
O

76
38
コ
ネ
ク
タ
ー
ピ
ン
を
再
度
押
し
込
む

01
AD

00
 
低
サ
プ
ラ
イ
圧
に
よ
る
リ
フ
ト
ア
ク
ス
ル
制
御
停
止

P1
 サ
プ
ラ
イ
圧
（
Re

d カ
ッ
プ
リ
ン
グ
圧
）
＜

 5
.2

ba
r

01
AF

00
 
警
報
ラ
ン
プ
失
陥

IS
O

76
38

 5
ピ
ン
：
警
報
ラ
ン
プ
の
天
絡
　
又
は
　
地
絡

ケ
ー
ブ
ル
の
破
損
，
亀
裂
が
無
い
事
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

01
C

60
0 

IS
O

11
99

2 
C

AN
 に
よ
る
電
気
式
制
動
要
求
受
信
不
可

失
陥
に
よ
り

IS
O

11
99

2 
C

AN
 に
よ
る
制
動
要
求
を
受
信
出
来
ま
せ
ん
。

同
時
に
検
出
さ
れ
て
い
る
エ
ラ
ー
に
従
い
修
理
を
し
て
下
さ
い
。

01
C

F0
0 

AU
XI

O
5（
ハ
イ
ト
コ
ン
ロ
ー
ル
解
除
信
号
出
力
）
エ
ラ
ー

AU
XI

O
5 
出
力
　
断
線
，
地
絡
，
天
絡

AU
XI

O
5 
出
力
と

 A
UX

IO
5 

G
ND

 間
シ
ョ
ー
ト

AU
XI

O
5 
出
力
と
他
配
線
間
シ
ョ
ー
ト

G
ND
不
良
，
過
電
流

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　

AU
XI

O
5 
ケ
ー
ブ
ル
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
事
を
確
認

・
　

AU
XI

O
5 
ケ
ー
ブ
ル
の
破
損
，
亀
裂
が
無
い
事

・
　
コ
ネ
ク
タ
ー
を
再
度
押
し
込
む

01
D

40
0 

P4
2 
エ
ア
サ
ス
圧
相
関
エ
ラ
ー

P4
2 
エ
ア
配
管
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

01
D

D
00

 
P2

1側
車
輪
速
信
号
相
関
エ
ラ
ー

01
D

E0
0 

P2
2側
車
輪
速
信
号
相
関
エ
ラ
ー

以
下
の
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
　
セ
ン
サ
と
パ
ル
ス
リ
ン
グ
間
の
隙
間
（A

ir 
ga

p ）
が
適
正
か
確
認

・
　
車
輪
速
セ
ン
サ
本
体
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
）
が
緩
み
な
く
ホ
ル
ダ
ー
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か

・
　
パ
ル
ス
リ
ン
グ
の
破
損
，
汚
れ
　
及
び
　
異
物
付
着
が
無
い
事

・
　
ホ
ィ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
の
過
大
な
取
付
け
ガ
タ
・
遊
び
が
無
い
事

・
　

TE
BS
モ
ジ
ュ
ー
ル
－
ブ
レ
ー
キ
チ
ャ
ン
バ
間
の
エ
ア
配
管
に
破
損
，
閉
塞
が
無
い
事

・
　
サ
ー
ビ
ス
ブ
レ
ー
キ
の
印
加
，
開
放
が
正
し
く
行
わ
れ
る
事






